
	対象教科・科目
	単位数
	学年・学級

	英語Ⅱ
	４
	


１　学習の到達目標等
	学習の到達目標
	１　英語Ⅰを基礎にして幅広い日常的な話題（自分自身，家族，友人や学校，世界の出来事など）について，各自が受信者・発信者として具体的な言語の使用場面の中で，相手の発信した英語を理解し，また自分の考えなどを積極的に発信する態度・英語の力を養う。
 ２ 場面や目的に応じて，主体的に英語を聞いたり，話したり，読んだり，書いたりして自発的・積極的にコミュニケーション活動に取り組む態度を育てる。

	使用教科書・副教材等
	ACORN English Course Ⅱ（英Ⅱ０１６），ワークブック


２　学習計画及び評価方法等

	学
期
	学習内容
	月
	学習のねらい
	備考
	
	

	第

１

学

期

	Lesson 1

“April Around

 the World"


	４
～
５
	◎題材
世界の４人の高校生が各国の４月の様子を紹介して多文化理解を目指す。

◇言語学習                           
「場面」世界の各都市の天気予報を聞く。

「言語の働き」自国の４月の様子の紹介文や自分の街や都市の推薦場所の紹介・宣伝の仕方を学ぶ。
「文法」比較級，最上級，受け身など
	「情報」「地理」の教科と関連させて学習。
自分の町・市のお薦め場所を英語で紹介する英文をグループで製作する。
インターネットで「パソコン」の英文資料を検索し広告・宣伝の英文をペアで和訳する。
	第

１

学

中

間

考

査
	

	
	 Lesson 2

"Sushi Goes

  Around"


	５
～
６
	 ◎題材
「国際化」「ボーダーレス」の時代に，寿司を一例として，料理の「国際化」を理解し，異文化理解の手がかりとする。

◇言語学習
「場面」[食べ歩きガイド」を見ながら外食の勧誘。

「言語の働き」外食に誘う勧誘表現や，念押しや了解する表現方法の対話練習
「文法」分詞構文(付帯状況），
	インターネットで世界各国の代表的な料理を検索し，類似点などを探し，食糧・料理の「国際化」理解の一助とする。
「情報」「家庭科」の教科と関連させて学習。
 [既にしたこと」や「まだしていないこと」を
「現在完了形」を使って自己表現する。
	
	

	
	Lesson 3

"How

International!”

	６
～
７

	◎題材
英語がどの様にして「国際共通語」になったのかその起源・歴史的変遷や言葉の「国際化」について学ぶ。

◇言語学習
「場面」「各国における英語」がテーマの会議でのディスカッション風景。
 「言語の働き」発言を求めたり，英語で何というかの表現の仕方を学ぶ。
 「文法」関係代名詞のwhat, 名詞を修飾する過去分詞の用法。
	「英語の国際性」とは何か，グループ討論で
  内容理解を深める。
"What do you call (mean) ～?"を使用して
自己表現をする。
関係代名詞whatを使用して，「それは～するものです。」という自己表現をする。
	第
１
学
期
期
末
考
査
	

	
	Lesson 4

"Do　You  Want　a Warmer

Earth?"

        
	７
	◎題材
「地球温暖化」について考えを深める。

◇言語学習
 「場面」テレビを見ながらレポートを見たり聞いたりする。
 「言語の働き」地球温暖化防止についての
 「提案をする表現」を学ぶ。
 「文法」形式主語のIt,　関係代名詞，
	「理科」「地理」と関連させて学習。
地球温暖化の原因やその防止対策を
グループで討論し内容理解を深める。
３R's(Reduce, Reuse, Recycle)を使用して地球温暖化防止対策を英語で自己表現する。
	
	

	【課題・提出物等】
１．課題：ワークシート(Hand-out)で「HOMEWORK」と指示されている箇所を，予習する。
２．提出物：１課から４課までのワークシート(Hand-out)を各レッスン終了毎に，また英語ノートを，一学期の最後の授業で提出。
	

	【第一学期の評価方法】
１．評価対象：中間考査及び期末考査の成績，１課から４課の終了毎に行うレッスンテストの成績，授業中の言語活動の状況，ワークシート(Hand-out)の記入内容，授業で実施するコミュニケーションテストの結果や提出されたノートの記入内容など評価対象とする
２．評価配分：学期全体の評価配分は概ね以下のようにします。
中間考査と期末考査の成績ー７０％，レッスンテストの成績ー１０％，授業中の言語活動状況及びワークシート(Hand-out)の記入内容ー１０％，コミュニケーションテストー５％，  ノートの記入内容ー５％
	

	第
２
学
期
	Lesson 5

"The Dreams

of a Swimmer”
       
	９
	◎題材
全盲の水泳選手の河合純一さんからのメッセージ。
　     　　　　　　　　　　　　　       

◇言語学習
「場面」テレビレポーターのインタビューを聞きメモをとる。
「言語の働き」希望・夢などの将来について英語で自己表現する。
「文法」過去完了，仮定法過去形
	バリア・フリーの社会について考える契機にする
「公民科」と関連させて学習。
「障害者」問題への理解を深める一助とする。
「総合的な学習の時間」としても活用。
　　　　　　　　　　　　　　　　　 

 各自の将来の夢を英語で自己表現する。
「以前には～したことがなかった」ことを
  過去完了を使って自己表現する。
	第

２

学

期中

間

考

査
	

	
	Reading 1 
“The Unexpected Gift"
	９

～
	◎題材
  予期しなかった偶然の贈り物」についてのユーモア溢れる速読教材。
◇言語学習
「言語の働き」「英語のユーモア」を速読で理解。
「文法」仮定法過去形，現在完了（継続用法）, have got, drop deadなどの慣用表現
	
	

	
	Lesson 6
"A Comfortable Distance"
	10
	◎題材
　他人と会話をする時に程よい距離とはどの
　様なものか数カ国を例に取り考えてみる。
◇言語学習                              

「場面」アラブ人とアメリカ人の対話を聞く。
「言語の働き」日本人とアメリカ人のジェスチャーの違いについての対話文。確かめるー応じる」の対話練習。 

「文法」付加疑問文，関係副詞　　　　　　　　 
	「感情表現」をペアで練習してみる。
アメリカ人のジスチャーをして感情表現をペアで実際に体験してみる。
「～ですね」を使った英語の自己表現を
ペアで練習する。
インターネット検索でアラブ・アメリカ人以外の代表的なジェスチャーをグループ調べ，異文化理解の一助とする。
	第
２
期
末
考
査

	
	Lesson 7

"A Rocket

and a Bell"


	11
	◎題材
日本が世界に誇る現代の科学技術について考える。
◇言語学習                                   

「場面」現代科学技術の発展・進歩についての発表を聞く。
「言語の働き」「手順を指示する」表現。
「文法」関係代名詞（継続・非制限用法）,
not～ but
	「手順を指示する」表現の対話練習をする。
「情報」の科目と関連して学習。
インターネット検索で日本製の最新の電子機器にはどんな物があるか調べ，日本の科学技術の進歩・発展の理解を深める。
	
	

	
	Lesson 8

"Elephant Time and Mouse Time ?"
	12
	◎題材
象とネズミを例に取り，「時間」について考える。
◇言語学習
「場面」動物の寿命についての講義を聞く。  

「言語の働き」講義を聴いて，「考えを述べる」

「同意する/反論する」表現を学ぶ。
「文法」seem(s) to do,　同格の接続詞that
	インターネット検索で他の動物についても調べ，更に理解を深める。
I think / supposeなどの表現で会話練習をする。
ペアで「同意する/反論する」表現を使って英語で自己表現する。
「生物」の教科と関連させて学習。
	
	

	【課題・提出物等】
１．課題：ワークシート(Hand-out)で「HOMEWORK 」と指示されている箇所を予習する。
２．提出物：５課から８課までのワークシート(Hand-out)を各レッスン終了毎に，また英語ノートを２学期の最後の授業で提出。
	

	【第２学期の評価方法】
１．評価対象：中間考査及び期末考査の成績，１課から４課の終了毎に行うレッスンテストの成績，授業中の言語活動の状況，ワークシート(Hand-out)の記入内容，コミュニケーションテストの結果や提出されたノートの記入内容など評価対象とします。
２．評価配分：学期全体の評価配分は概ね以下のようにします。
中間考査と期末考査の成績ー７０％，レッスンテストの成績ー１０％，授業中の言語活動状況及びワークシート(Hand-out)の記入内容ー１０％，コミュニケーションテストー５％，ノートの記入内容ー５％
	

	第

３

学

期
	Lesson 9

"Paper Makes

Ties of

Friendship"
	１
	◎題材：石州和紙を媒介にして島根県三隅町とブータンとの草の根の国際交流を通して異文化理解の一助とする。
◇言語学習
「場面」ブータン出身の方の自国紹介のスピーチを聞く。
「言語の働き」海外の姉妹校に自分達の学校紹介の英文を書く。
「文法」現在完了進行形「has(have) + been + ～ing」，継続を表す現在完了。
	ブータンに関してインターネット検索し
グループでまとめて発表する
グループでブータンと三隅町の交流と
成果を表にまとめる。

「地理歴史科」と関連させて学習。
	学
年
末
考
査
	

	
	Lesson 10

"Music of

the Heart"


	２
～
	◎題材：映画"Music of the Heart"を通して，人種問題，家族問題（シングルマザー）などの社会的な問題を考え，音楽の素晴らしさも味わう。
◇言語学習
 「場面」洋画鑑賞 ”Music of the Heart"

 「言語の働き」テレビ放送番組を視聴する。
 「文法」not ～ any more,  tell + 人+ that ～
	映画についてグループで感動場面や
人種問題，未婚の母について討論する。
「not ～ any more」の表現を使って，
ペアワークの対話練習をする。
	
	

	
	Reading 2

"The Man

Who Planted Trees"
	３

	◎題材：不毛の大地にたった一人で30年もかけて緑の森に変えた羊飼いの物語。
◇言語学習
  「言語の働き」強調構文の表現を学ぶ。
　　　　　　　　スピーチする。
　「文法」強調構文
	ＮＧＯ，ＮＰＯによる世界中での「植林」
 運動についてインターネットで検索し，
「緑の大切さ」「砂漠化」の問題を認識させ，「木を植えた人」について一層の理解・認識を深める。
	
	

	【課題・提出物等】
１．課題：ワークシート（Hand-out)で「HOMEWORK 」と指示されている箇所を予習する。
２．提出物：9課からReading 2までのワークシート（Hand-out)を各レッスン終了毎に，また英語ノートを3学期の最後の授業で提出。
	

	【第３学期の評価方法】
１．評価対象：中間考査及び期末考査の成績，９課から Reading 2の終了毎に行うレッスンテストの成績，授業中の言語活動の状況ワークシート（Hand-out)の記入内容，授業内に実施するコミュニケーションテストの結果や提出されたノートの記入内容など評価対象とします。
２．評価配分：学期全体の評価配分は概ね以下のようにします。
中間考査と期末考査の成績ー７０％，レッスンテストの成績ー１０％，授業中の言語活動状況及びワークシートの記入内容ー１０％，コミュニケーションテストー５％，  ノートの記入内容ー５％
	

	【年間の学習状況の評価方法】                                                                                               １学期の成績，２学期の成績及び３学期の成績を総合し，年間の学習成績とします。
	

	３．評価の観点，内容及び評価方法

	評　価　の　観　点　及　び　内　容        　                       │    評　価　方　法

	　　　　　　　　　│　コミュニケーションに関心を持ち，積極的に     │    ワークシート（Hand-out)
関心・意欲・態度　│  言語活動を行い，コミュニケーション図ろう     │    ペアワークやグループワークへ
　　　　　　　　　│  としているか。                               │    の参加状況や態度
	

	表現の能力　　　　│  日常的な話題について，情報や考えなど伝えたい │    ワークシート（Hand-out)
　　　　　　　　　│  ことを英語で話したり，聞いたりして表現する   │    コミュニケーションテスト
　　　　　　　　　│  ことができるか。                             │    定期考査のライティングの問題
	

	理解の能力　　　　│  日常的な話題について，英語を聞いたり読んだり │    ワークシート（Hand-out)
　　　　　　　　　│  して，情報や考えなど相手に伝えようとすること │    レッスンテスト
　　　　　　　　　│  を理解することができるか。                   │    定期考査の読解問題
	

	知識・理解　　　　│  日常的な話題についての英語学習を通して，言語 │    ワークシート（Hand-out)
　　　　　　　　　│  やその運用についてその知識を身に付けると共に │    コミュニケーションテスト
　　　　　　　　　│  その背景にある文化などを理解しているか。     │    定期考査の言語運用に関する問題
	


　

４．アドバイス等
  高校一年では「英語Ⅰ」を学びましたが，[外国語の一つである英語]は"International Englishes",　"Global English"とも最近は呼ばれ，益々ボーダレス化する国際情報化社会に置いて，多くの他民族との意思疎通を図る「共通言語」「共通補助語」としての英語の役割は好き嫌いを通り越して益々重要視されてきているのは事実です。
 高校２年では「英語Ⅱ」の教科を通して，地球温暖化（４課），障害者やバリア・フリー（５課），地球緑化や砂漠化（Reading 2），食糧問題（２課）や多文化・異文化理解（１，２，３，６課）などの教材を通して全世界の人類に共通する課題・諸問題(global issues) を真摯に学び，差別・偏見のない，民主的人格で平和を愛好する，いわば「地球市民」とも言うべき「真の国際人・異文化理解者」になって欲しいと心から願っています。
　巷では安易な外国語習得術を誇大宣伝した書物が溢れていますが，効率的で合理的な学習方法はあっても，数週間や数ヶ月で簡単に外国語を簡単に習得できる安易な方法は残念ながらないと思います。”No pains, No gains","One percent genius, 99 percent perspiration"の名言のように，地道な努力無しには何も得ることはできないのです。
 またホームラン王のベーブルースは三振王でもあったのです。失敗を恐れず，恥ずかしさを克服して，外国語を習得するために独自の方法（音楽・洋画やＢＳ放送などを利用）で楽しく学んで下さい。また現在は便利な電子機器が沢山あるので，図書館や電子辞書，インターネットなどをフルに活用して，さらに内容理解を深めて下さい。 

　近年増えつつある海外の修学旅行，短期留学や家族旅行などでの外国訪問・滞在や日本での外国人との交流などで，皆さんの日頃の「汗と涙の結晶」が必ず報われる日・機会があると確信しています。皆さんのご健闘を祈っています！！Good Luck !!
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